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課題１（必須） 

国民主権は民主政治の根幹である。民主政治の下では，政治参加は国民の重要な権利であり，

国家や社会の形成に重要な意義をもつものである。政治参加の方途には，国政選挙などにおける

投票以外にも身近な課題に関心をもって行う請願など様々なものがある。また，政治に対する一

定の信頼と理解が，主権者としての自覚の向上につながり，それがさらに政治参加に反映すると

考えられる。 

平成28年６月19日に施行された「公職選挙法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第43号）

により，選挙権者の年齢が18歳以上に引き下げられたが，それが政治参加にどのような影響を与

えるかは，今後，見守っていく必要がある。 

 

以上の記述及び下記の資料を基に，次の問いに解答しなさい。 

① 我が国における政治参加の近年の傾向とは何であり，その背景にはどのような要因があると

考えられるか論じなさい。 

② 我が国における政治参加の傾向を改善するための施策を策定しなさい。その際，我が国の経

済，財政，社会，文化等について十分に考慮すること。 
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（著作権の関係により省略） 
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出題の趣旨（課題１） 

 

本問は，我が国の国政選挙等における投票率の低下を踏まえ，近年の政治参加の傾向とその傾向

を改善するための施策について考えさせる問題である。投票率低下の要因を把握し，国民主権が民

主政治の根幹であることを念頭に，我が国の経済，財政，社会，文化等について十分に考慮した適

切な施策を提示することが求められる。 

本問は，国政選挙における投票など国民の政治参加について論じさせることで，問題点を把握す

る能力や現実的な解決策を提示していく能力を有しているかを見極める狙いがある。 
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課題２（選択） 

我が国は，国民皆保険の下，誰もが安心して医療を受けることができる医療制度を実現し，世

界でも有数の平均寿命が長い国となるなど高い保健医療水準を達成してきた。しかし，医療を取

り巻く様々な環境が変化してきており，医療に要する費用（医療費）の増加が問題となっている。 

医療費の増加要因については，医療を受ける側の要因，技術進歩等の医療を供給する側の要因

などに分けて考えることができる。 

医療は国民の生活にとって欠かせない社会的インフラであり，将来にわたってアクセスが容易

なものであることが望ましい。その一方で，高まる負担についても正面から議論を進めていく必

要がある。 

 

以上の記述及び下記の資料を基に，次の問いに解答しなさい。 

① 今後，医療費はどのように推移すると見込まれ，また医療費をどのように負担するべきか述

べなさい。 

② 医療費の増加を抑制する場合，どのような点に留意するべきか述べなさい。 
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資料９ 新薬の薬価に関する新聞記事の抜粋 

 

オプジーボ値下げ了承 中医協，来年２月に50％ 

厚生労働省は16日の中央社会保険医療協議会（中医協）で，超高額の抗がん剤オプジーボの公

定価格（薬価）を2017年２月に50％引き下げる方針を提案し，中医協の了承を得た。定例の薬価

改定は18年度だが，オプジーボに限り特例で値下げする。大幅な値下げで，社会保障費の伸びに

一定の歯止めをかける。 

日本経済新聞（2016年11月16日夕刊） 

 

オプジーボ 来年２月に半額 薬価制度 抜本見直しへ 

患者１人で年間約3500万円かかる新型のがん治療薬オプジーボの薬価が，緊急的に50％引き下

げられることが決まった。製薬技術の進歩で，高価な薬は今後も増え続ける見通し。医療保険財

政の厳しさが増すなか，政府は薬価制度の抜本的な見直しに着手する。 

朝日新聞（2016年11月17日朝刊） 
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出題の趣旨（課題２） 

 

本問は，我が国の近年の医療費の増加について，その要因を分析し，負担の在り方を考えさせる

問題である。今後の高齢化の進展や技術進歩による新たな医薬品の登場などを踏まえ，医療費の負

担の在り方を考察することが求められる。また，医療の技術進歩は今後も国民のＱＯＬなどの厚生

を改善することが期待されるため，医療費の増加やその抑制を考える際には，コストと便益を考慮

する必要がある。 

本問は，適切な医療費の負担の在り方を論じさせることで，問題点を把握する能力や総合的なも

のの見方ができる能力を有しているかを見極める狙いがある。 
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課題３（選択） 

2016年６月23日，英国で EU残留・離脱を問う国民投票が行われ，投票した有権者のうち51.9％

が離脱を選択し，48.1％が残留を選択した。 

英国では，もともと欧州統合に対する懐疑的考え方は，特に保守党内では根強かったが，通貨

統合や共通外交安全保障政策の成立を目指したマーストリヒト条約が1993年に締結されると，行

き過ぎた欧州統合に警鐘を鳴らすイギリス独立党が保守党から離党した党員を中心に結成され，

その後，徐々に支持を広げていた。このような状況で，キャメロン保守党党首は，イギリス独立

党の看板争点を奪い，2015年の総選挙を有利に戦うことを目指し，英国の EU残留・離脱を問う

国民投票を実施することをマニフェストに掲げた。 

このような経緯で，国民投票が行われることになった。残留派は，EU 離脱が英国経済に損失

をもたらすことを強調したが，国民投票の結果は上述したように僅差で離脱派の勝利となった。 

 

以上の記述及び下記の資料を基に，次の問いに解答しなさい。 

① 英国における2016年の国民投票において EU 離脱派が勝利した要因と考えられるものは何

であるのか述べなさい。 

② EUの経験や我が国が置かれている国内外の状況を踏まえて，難民や移民の受入れについて，

その是非や在り方を検討し，政策を提案しなさい。 
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（著作権の関係により省略） 
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（著作権の関係により省略） 
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出題の趣旨（課題３） 

 

本問は，2016年に英国で行われた国民投票における「EU離脱」の勝利について，その要因を分

析し，我が国の移民・難民の受入れについて考えさせる問題である。産業構造などについての我が

国と英国との比較，我が国の人口構造の変化，人道的見地からの難民庇護の必要性などを総合的に

勘案し，政策提案をする必要がある。 

本問は，海外の状況を分析した上で，我が国の政策を論じさせることで，多様な問題点を把握し

つつ総合的なものの見方ができる能力や政策を考える能力を有しているかを見極める狙いがある。 


